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日

第
出
回
全
国
水
道
週
間
が
、

6
月
1

日
か
ら
7
日
ま
で
の
一
週
間
に
わ
た
っ

て
、
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

水
は
、
私
た
ち
が
毎
日
生
活
し
て
い

く
う
、
え
で
、
一
と
き
も
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
各
ご
家
庭
で
お

使
い
に
な
る
飲
料
水
や
炊
事
用
の
ほ
か

に
産
業
用
や
町
を
火
災
か
ら
守
る
防
火

用
水
に
も
利
用
さ
れ
、
社
会
生
活
の
さ

さ
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

使
用
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
水
も
決
っ
し

て
n
無
限
。
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
1
人
1
人
の
注
意
で
大
切
な
水
を
上

手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
、

町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
か
ら

作
品
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
図
面
の
部
制
点
、
書
道
の
部
制

点
、
標
語
の
部

m点
の
応
募
作
品
が
あ

(題字:加藤枝雲先生蕃)

集

刷

編

印

(
と
じ
て
保
す
し
ま
し
ょ
う
)

り
、
関
係
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
次
の
作
品
が
入
選
と
決
ま
り
、
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
は
、
水
道
週
間
中
、
町

内
の
各
銀
行
、
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
、

水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産
物
仲
買

人
協
同
総
合
、
農
業
協
同
総
合
、
役
場

等
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
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一
滴
の
水
が
お
よ
ぽ
す
水
不
足

磯
浜
小

6
年
阻
崎
多
一
絵

一
滴
の
水
で
も
節
約
す
れ
ば

大
き
な
資
源

磯
浜
小

6
年

田
中

順
子

一
滴
だ
け
と
思
わ
ず
に
き
ち
ん
と

し
め
よ
う
水
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の
じ
ゃ
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磯
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で
水
あ
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ふ
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と
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か
つ
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
今
年
度
の
事
業
計
歯
並
ぴ
に
予
算
編

成
は
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
が
今
後
住

民
参
加
に
よ
る
福
祉
活
動
の
展
開
を
は

か
り
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

促
進
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
図
っ

て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
急
速
な
高

齢
化
社
会
の
到
来
と
、
福
祉
需
要
の
増

大
多
様
化
複
雑
化
に
対
応
し
て
、
住
民

の
ニ
!
ズ
(
必
要
性
、
問
題
意
識
)
を

十
分
に
と
ら
え
た
真
の
住
民
福
祉
の
推

進
に
重
点
を
お
き
作
成
し
た
も
の
で
す
。

社
会
的
に
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
援

護
活
動
を
は
じ
め
と
し
、
地
域
に
お
い

て
、
福
祉
を
必
要
と
す
る
、
老
人
・
心

身
障
窓
口
者
・
母
子
(
父
子
)
・
児
童
の

健
全
育
成
等
、
き
め
細
か
な
福
祉
施
策

を
す
す
め
て
行
く
方
針
で
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
を
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
次
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事 長長す役
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し
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運
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昌

あ
た
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欣

善
意
の
寄
付
あ
れ
/
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

開
明
和
会
代
表
中
野
谷
千
寿
殿

六、

0
0
0円

こ
れ
ら
の
ご
寄
付
は
な
く
な
ら
れ
た

親
族
の
方
の
、
ご
香
料
の
一
部
を
社
会

福
祉
の
た
め
に
、
と
の
ご
趣
旨
に
よ
る

も
の
、
あ
る
い
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
、

老
人
福
祉
等
社
会
福
祉
の
必
要
性
と
善

意
に
よ
る
福
祉
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

理
解
を
ょ
せ
ら
れ
寄
付
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
お

い
て
は
、
今
後
も
皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
善
意
を
活
用
さ
せ
て
い
‘
た
だ
き
、
恵

ま
れ
な
い
人
々
の
福
祉
の
向
上
に
努
力

し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
町
民
の

皆
様
方
の
ご
協
カ
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ゆ

』

τ
ヲ
わ

〈
口
議
〉
口
の
動
き
を
読
み
と
る

も
の
で
す
が
、
正
面
か
ら
、
口
を
や

や
大
き
く
間
開
い
て
、
は
っ
き
り
、
そ

し
て
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
「
た
ば
こ
」
「
た
ま
ご
」
な
ど
、

ま
ぎ
ら
わ
し
い
口
の
動
き
を
す
る
一
言
一
同
一

葉
は
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

〈
季
語
〉
手
ま
ね
や
身
ぶ
り
に
よ

る
も
の
で
寸
が
、
話
し
合
い
が
人
間

" 

賢喜重常吉景

ニ弘福間雄吉夫明宏

去
る
、

4
月
比
巨
大
洗
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
評
議
員
会
(
総
会
)
が
役
場

会
議
室
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
昨
年

社
会
福
祉
法
人
大
洗
釘
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
法
人
総
織
と
な
り
新
発
足
し

そ
の
日
家
初
の
評
議
員
会
と
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
評
議
員
会
の
構
成
は
、
民
生
委
員
代

表
同
名
・
学
識
経
験
者
2
名
・
福
祉
団

体
代
表
者
9
名
・
婦
人
会
代
表
2
名
・

町
内
会
長
代
表
8
名
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

代
表
3
名
計

ω名
で
あ
り
町
民
の
代
表

と
し
て
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
の
中
心

と
な
り
町
の
福
祉
行
政
と
協
同
し
て
、

福
祉
の
推
進
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
屈
の
評
議
員
会
に
お
い
て
は
、
新

年
度
の
事
業
計
画
、
一
般
会
計
予
算
及

び
心
配
ご
と
相
談
所
特
別
会
計
予
算

等
慎
重
な
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
原

案
通
り
可
決
さ
れ
、
昭
和
問
年
度
へ
む

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、

昭
和
田
年
ロ
月
初
日
以
降
次
の
と
お
り

多
額
の
寄
付
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
、

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
寄
付
の
ご
事
討
を
有

効
に
生
か
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た

め
活
用
刑
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
を
よ
せ
ら
れ
た
方
々

。
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家鰹での関災

童家鑓では揮をし涯をういいの去さそうう。

@使わないコックにはゴムのキャップをかふ叶士る。

@ガス栓の⑮、⑫、 l土確笑に、点火、消火は包でいたし

かめる。

@風や吹きこぼれによる火のたち消えに注意。

@使った後には器具栓、外出荷、寝る前iこは元栓をし

める。

@換気に気をつける。

(プロパンガスについては一一)

@ガス漏れ警報器をつける。

@地震になると自動的にガスがストップする裟澄をつ

ける。

@ボンベは、鎖などで転倒しないように劉定する。そ

して、出入口をさけて、風通しのよい臼陰に置く。

盟主位
ー-=工ニ=戸山_-勺恥-c;-::ュー~

(あなたです火事を出すのも、肪ぐのも)

⑧身のまわりのチェック。

ガスコンロのよにふきんを下げていませんか。ヒピ

苦手jれたコ。ム管を使っていませんか。身のまわりを家族

ひとりひとりがチェックして、危検がないようにしま

しょう。

(火災・燦発.cþ~審iこ注慾) (ガス器具のチェック)

骨器具のまわワや上部には燃えやすいものを霞かない。

@バーナーがつまっていないか定期点検を。

@バーナーのガス噴出孔を器呉ブラシで掃除する。

@ゴム管は、ヒビ割れ、溶けたベトベトがあったら、

新しいものと取りかえる。

@ホースパンドをしっかり取りつける。
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こ

の

よ

う

な

、

不

便

で

特

に

は

危

し
5
1
L
P
-
↓6
2回
同
議

弱
い
た
め
に
声
や
音
が
よ
く
き
き

4

4

e

t

険
を
伴
う
生
活
の
中
で
、
耳
の
不
8

れ
な
い
難
糠
の
人
か
ら
、
全
く
き
話
し
か
け
る
と
き
は
、
正
面
か
ら
関
係
を
深
め
る
大
き
な
要
素
の
一
つ
由
な
人
た
ち
は
、
た
と
え
ば
自
覚
ま

え
な
い
人
ま
で
程
度
の
差
は
い
ろ
顔
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
ロ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
機
会
を
見
つ
し
時
計
の
代
わ
り
に
扇
風
機
を
清
い

ろ
で
す
。
一
克
が
相
手
に
よ
く
見
、
え
る
よ
う
に
す
け
て
手
話
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
た
タ
イ
ム
・
ス
イ
ッ
チ
を
セ
ッ
ト
し
て

事
故
や
病
気
で
耳
が
不
自
淘
に
な
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
そ
し
て
、
思
い
も
の
で
す
ね
。
風
で
起
床
待
問
を
知
る
な
ど
、
き
ま

た
人
は
話
せ
ま
す
が
、
生
ま
れ
つ
い
や
り
の
あ
る
品
一
一
言
葉
遣
い
と
と
も
に
、
〈
繁
記
〉
い
わ
ゆ
る
筆
談
で
す
が
、
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

障

世

で

き

る

だ

け

わ

ー

で

き

る

だ

け

わ

か

り

や

す

い

文

章

を

近

く

に

住

む

わ

た

し

た

ち

が

ふ

だ

す

。

用

い

ま

し

ょ

う

。

用

い

ま

し

ょ

う

。

多

少

時

聞

が

か

か

ん

か

ら

親

し

く

し

て

い

れ

ば

、

こ

う

フ静

昭
和
五
十
六
年
度
大
洗
町
青
少
年
相

談
員
に
左
記
の
叩
名
の
方
々
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
は
、
大
洗
町
長
よ
り

委
嘱
を
受
け
、
主
に
大
洗
町
青
少
年
セ

ン
タ
ー
の
行
な
う
街
頭
補
導
、
青
少
年

相
談
活
動
を
中
核
的
に
行
な
い
、
地
域

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
を
は

か
る
も
の
で
す
。

今
後
の
青
少
年
相
談
員
各
位
の
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

氏

名

電

話

柴

田

靖

雄

七

|

六

六

七

O

根

本

天

七

!

五

回

六

六

関

根

み

六

!

一

一

二

五

五

関
根
士
口
七
|
一
一
一

O
七
七

青
柳
雄
七
!
一
一
一
四
五
二

前

島

努

六

|

一

O
五
八

小

松

崎

代

七

i
二
四
九
一

オ

回

郎

七

二

四

五

一

高

木

郎

七

!

こ

一

二

二

四

藤

忠

戸島

勇

友

三
美
津
江

(
敬
称
略
)

しも

五
十
六
年
度
保
険
税
引
上
げ

〈
平
鞠
七
@
二
%
〉

一
世
帯
寵
療
費
年
間
臨
一
万
円
グ

「
み
ん
な
の
国
保
」
は
、
あ
な
た
の
家
計
と
同
じ
で
す
。
病
人
が
増
、
ぇ
医
療
費

が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
「
保
険
税
」
を
み
ん
な
で
出
し
合
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
の
大
洗
町
の
医
療
費
は
六
・
八
%
の
自
然
増
に

加
え
て
、
本
年
度
は
医
療
費
の
値
上
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
平
均
七
・
七

%
見
込
み
前
年
度
に
対
し
、
一
五
・
一
一
一
%
の
増
で
、
年
間
総
医
療
費
は
一
四
億

百
万
円
程
に
見
込
‘
れ
、
一
人
当
り
の
年
間
医
療
費
は
一
二
四
、
七
八
一
一
一
円
と
五
十

六
年
度
も
県
下
最
高
位
に
な
り
そ
う
で
す
。
大
洗
町
田
保
が
医
療
機
関
へ
支
払

う
医
療
費
を
一
日
当
り
に
な
お
し
て
み
ま
す
っ
1
1
1
i
l
l
u
-
-
l
J

と
毎
日
二
百
七
拾
万
円
程
支
払
う
こ
と
に
な
一

j
i
i
l話
一

旦

ヵ

月

で

は

八

千

百

万

円

程

に

な

り

手

。

一

謀

議

常

と

一

-
r
t
t
r
I
l
l
i
-
-
-

亙

E4m駕
均

研

工

今
後
も
医
療
費
は
増
え
つ
づ
け
、
昭
和
五
十
一
経
団
四
同
ピ
一

八

年

度

に

は

、

間

関

民

全

体

で

二

十

兆

円

を

超

一

一

え
る
だ
ろ
う
と
一
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
一
ゐ
議
時
ゴ
引
開
叫
J

J

一

一
山
科
福
田
一
明
殺
踊
川
一
一
一

は
日
頃
か
ら
健
康
に
注
意
し
て
い
ま
す
か
、
一
行
軍
母
/
ト
山

r織
作
仏
¥
一

健
康
は
あ
な
た
自
身
が
つ
く
っ
て
行
く
以
外
「
l
i
l
i
-
-
M門
門
凶

に
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
管
理
は
一
人
一
人
が
責
任
を
も
っ
て
考
え
実
行
し
て
い

く
も
の
な
の
で
す
。
健
康
づ
く
り
と
い
っ
て
も
難
し
い
こ
と
を
や
る
の
で
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。
散
歩
、
体
操
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
自
分
の
体
に
あ
っ
た
運
動
は
い

つ
で
も
簡
単
に
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、
十

分
な
休
養
も
合
せ
て
心
が
け
ま
し
ょ
、
っ
。

医
療
費
が
ふ
、
え
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
保
険
税
が
高
く
な
り
ま
す
。
国
保
財

政
は
、
ま
ず
そ
の
年
一
年
間
の
医
療
費
を
推
計
し
、
そ
れ
に
慕
づ
い
て
、
園
祭

か
ら
の
補
助
金
、
前
年
度
の
繰
越
金
、
そ
の
他
の
収
入
等
を
差
引
き
、
そ
の
不

足
額
を
、
そ
の
年
の
保
険
税
と
し
て
課
税
し
ま
す
。
今
年
度
の
不
足
額
を
そ
の

ま
ま
課
税
し
ま
す
と
、
一
世
帯
当
り
一
一
二
五
、
七
七
三
円
平
均
一
五
%
の
大
巾
な

引
上
げ
と
な
り
、
こ
れ
は

v

つ
叫
計
剖
引
↓
到

一八三、六四七円一…町一

大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す

Z
B
i
悶
上
主

一一般一人当
η
広軍一度一

の
で
、
町
か
ら
3
千
万
円
格
安

πい
日
い
」
畔
一

の
補
助
金
を
見
込
み
、
一

y

ミ
#
z
z
v
E士一

世
帯
当
り
九
、
一
七
二
円

n
A
r
z
止詑一伽一嚇一常一一一摘二

片
乙
眼
目
一
口
齢
一
割
一
一
軍
一
町
一
日
目
一
怪
控
一
一

減

税

し

、

五

十

六

年

度

の

量

信

者

夜

駐

匹

佐

一

保

険

税

引

上

げ

を

、

平

均

せ

援

護

愛

護

線

機

閣

総

墜

g
j

一

七
・
二
%
程
に
と
ど
め
、
一
老
人
一
人
当
り
医
療
費
三
九
一
一
一
、
一
泊
一
一
円
一
時
一

一

一

回

一

一
世
幣
当
り
一
二
六
、
六

O

国
E
B目
1
i
l
j官
官
悶
自
悶
悶
]
自

!
A吐

一
老
人
一
人
当
り
院
療
時
三
七
八
、
六
八
一
一
一
回
一
朝
一

一
円
一
人
当
り
一
一
一
八
、
四

O

F

島
糧
費
関
自
国
園
自
園
周
圏
閣
議
上
陸

九
円
に
見
込
み
ま
し
た
。
な
お
最
高
限
度
額
は
地
方
税
法
改
正
に
よ
り
こ
六
万

円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
保
険
税
は
医
療
費
支
払
な
ど
、
由
保
を
運
営
し
て
い
く

の
に
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
税
の
納
期
、
納
付
が
遅
れ
る
と
、
延
滞
金
が
課

さ
れ
た
り
、
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
納
付
率
が
低
い
と
、

国
の
繍
助
金
が
減
ら
さ
れ
る
な
ど
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か

本
年
度
も
大
洗
町
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
あ
る
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
今
年
度
か
ら
屈
の
指
導
に
よ
り
各
家
庭
へ
医
療

費
の
通
知
を
実
施
い
た
し
ま
す
。



見
学
会
終
了
後
、
大
方
の
皆
さ
ん
か

ら
、
今
日
の
見
学
会
で
、
原
子
力
の
し

く
み
な
ど
が
だ
い
た
い
わ
か
っ
た
。
見

学
会
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
方
が
良

い
。
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を
沢
山
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

の
皆
さ
ん
の
爆
笑
を
呼
ぴ
大
声
援
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ル
フ
競
技
で
は
、
安
四
郎

さ
ん
(
角
寿
会
)
の
ホ

l
ル
イ
ン
ワ
ン

が
出
る
な
ど
、
た
の
し
い
一
日
を
過
し
、

大
谷
高
年
者
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
来
年
も

ま
た
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
と
の
挨

拶
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
参
加
さ
れ
た
方
は
、
町
内

の
お
年
寄
り
約
柳
名
と
身
障
者
の
方
約

叩
名
の
み
な
さ
ん
で
し
た
。

な
お
、
今
年
も
磯
浜
、
大
賞
、
夏
海

地
一
区
の
各
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
湯
茶

の
接
持
と
、
昼
食
時
に
参
加
者
全
員
に

大
洗
町
飲
食
活
組
合
青
年
部
の
方
々
に

よ
る
、
そ
ば
、
う
ど
ん
の
無
料
給
食
の

奉
仕
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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。
圏
邸
内
年
金
保
険
料
の
納
め
が

関
難
な
場
合
は
免
除
の
手
続
き
を
胸
打

(3) 

私
た
ち
に
と
っ
て
、
原
子
力
開
発
の
問

題
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
わ
け
で
す
。

新
町
・
町
内
区
長
会
(
代
表
・
小
沼

田
升
さ
ん
)
で
は
か
皆
ん
な
で
見
ょ
う
、

知
ろ
う
U

と
、
幻
名
の
方
々
が
去
る
5

月
日
臼
に
、
原
研
と
動
燃
の
間
施
設
見

学
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
原
研
で
は
鳥
飼
所
長
か

ら
、
午
後
の
動
燃
で
は
渡
辺
副
所
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
、
焔
設
の
概
況
や
安
全
性

の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
懇
切
な
説
明
を

受
け
、
活
発
な
質
疑
応
答
の
あ
と
、
原

子
炉
や
P
R館
、
記
録
映
画
、
夏
海
湖

な
ど
所
内
諸
施
設
等
、
を
終
始
熱
心
に

見
学
し
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え

で
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

そ
の
源
と
な
る
石
油
等
の
地
下
資
源
の

有
限
性
が
見
直
さ
れ
、
人
々
に
危
機
感

す
ら
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
目
下
、

代
替
、
ぇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
懸
命
な

努
力
が
払
わ
れ
ぞ
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
最
も
有
望
視
さ
れ
、
実
用
化
さ
れ

て
い
る
の
が
原
子
力
発
電
で
す
。
当
町

に
は
こ
の
原
子
力
開
発
の
拠
点
的
役
割

を
分
担
す
る
研
究
施
設
が
あ
り
、
開

発
研
究
に
欠
か
せ
な
い
ニ
つ
の
原
子
炉

(
材
料
試
験
炉

1
日
本
原
子
力
研
究

所
・
大
洗
研
究
所
。
高
速
実
験
炉
η
常

陽
H
H
H
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
・

大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
)
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
諸
施
設
を
も
っ
地
域
に
住
む

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
先
に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
し
た
が
、
五

十
六
年
四
汚
か
ら
一
ヶ
月
分
が
問
、
五
O
O円
に
な
り
ま
し
た
。
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
の
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
の
手
続
き
は
、
七
月
末
日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
で
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
っ
て
、
免
除
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
免
除
さ
れ
る
場
合
に
は
、
前
年
度
の
所
得
額
等
に
基
準
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
料
の
免
徐
申
請
を
さ
れ
る
場
合
、
役
場
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
免
除
基
準
に
一
該
当
し
た
場
合
、
四
月
分
か
ら
翌
年
の
三
月
分
ま
で
一

年
間
保
険
料
の
納
め
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
齢
年
金
は
、
ニ
十
五
年
以
上
(
年
齢
に
よ
り
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
)
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
よ
っ
て
年
金
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年

金
額
が
一
一
一
分
の
一
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
過
去
十
年
ま
で
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
当
時
の
保
険
料
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
こ
れ
を
追
納
と
い
い

ま
す
。
)
年
金
額
も
毎
?
年
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
免
除
期

聞
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
返
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
何
ん
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で

役
場
年
金
係
ま
で
お
い
で
に
な
り
、
保

検
料
の
免
除
申
請
の
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
保
険
料
を
退
納
さ
れ
る

場
合
、
分
割
で
納
め
る
こ
と
も
出
来
ま

す
の
で
ご
棺
談
く
だ
さ
い
。

を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、
紅
白
玉
入
、
大
玉

こ
ろ
が
し
、
大
掃
除
リ
レ

l
、
ゴ
ル
フ

競
技
、
ど
じ
ょ
う
っ
か
み
、
そ
っ
く
り

さ
ん
大
会
、
玉
手
箱
、
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
回

m
競
走
、
ソ
フ

ト
ボ

i
ル
投
げ
、
立
巾
飛
ぴ
等
お
年
寄

り
と
身
体
障
害
者
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

各
種
尽
に
挑
戦
し
わ
き
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
競
技
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
っ
く
り
さ
ん
大
会
で
は
、
モ
デ
ル

に
な
っ
た
7
名
の
議
員
き
ん
に
、
サ
ザ

エ
さ
ん
、
森
の
石
松
、
千
昌
夫
の
北
国

の
春
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
、
水
戸
黄
門
、

赤
ち
ゃ
ん
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
服
と
小
道

具
等
を
着
付
け
る
リ
レ

i
競
技
に
会
場

前
夜
の
雨
も
あ
が
り
、
す
み
き
っ
た

五
月
晴
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
去
る
5
月

訪
日
、
大
洗
ゴ
ル
フ
場
の
緑
の
芝
生
の

上
で
町
恒
例
の
第
日
回
老
人
体
育
祭
・

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
国
祭
障
害
者
年
で
も
あ
り

か
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん
な
が
平
等

に
暮
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
u

を
テ
!
?
に
各
地
で
色
々
な
行
事
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
当
町
で
も
こ
の
、
主
旨

を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。
と
の
竹
内
町
長
の
挨
拶
を
皮

切
り
に
競
技
に
う
つ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
員
に
よ
る
老
人
体
操
で
体

間

日リ

研
究
グ
ル

i
プ
交
換
生

竹
内
町
長
を
表
敬
訪
問

ク
タ
イ
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
こ
ん

な
に
沢
山
い
た
だ
き
、
大
洗
の
港
か
ら

船
で
帰
ら
な
く
て
は
と
、
ユ
ー
モ
ア
を

ま
じ
え
て
嬉
ぴ
を
表
わ
し
、
帰
国
後
、

磯
節
を
多
勢
の
人
に
聞
か
せ
て
や
り
ま

す
と
終
始
な
ご
や
か
に
話
し
て
お
り
ま

し
た
。町
長
室
で
の
懇
談
は
短
い
時
間
で
あ

っ
て
も
ク
リ
フ
さ
ん
に
と
っ
て
、
楽
し

い
思
い
出
と
し
て
残
る
こ
と
で
し
ょ
う

し
、
帰
国
後
「
磯
節
の
大
洗
」
の
名
が

遠
く
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
知
れ
渡
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

t~ も

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
石
井
藤

吉
郎
会
長
)
で
は
、
「
奉
仕
の
精
神
」

に
も
と
づ
き
各
種
の
奉
仕
活
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で

あ
る
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
交
換
生
事
業

と
し
て
、

6
名
の
ア
メ
リ
カ
人
を
迎
え
、

そ
の
中
か
ら
1
名
の
方
を
向
ク
ラ
ブ
が

受
持
ち
滞
日
中
の
お
世
話
を
さ
れ
ま
し

あ

椿
を
植
構

お事醤

。
勤
め
め
た
ら
た
だ
ち
に

圏
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

w

タ
ー
が
完
成

こ
の
人
は
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

-
E
-

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
(
通
称
ク
リ
フ
)
さ
ん

(
米
国
人

-m歳
)
で
、
4
月
四
日
か

ら
4
月
出
目
迄
、
会
員
の
野
手
列
さ
ん

宅
に
滞
在
し
訪
日
目
的
を
来
た
き
れ
て

い
ま
し
た
が
最
終
日
の
お
日
に
竹
内
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

ク
リ
フ
さ
ん
は
、

9
人
兄
弟
の
l
番

上
で
、

2
人
の
弟
と
6
人
の
妹
が
い
ま

す
。
仕
事
は
テ
レ
ビ
修
理
会
社
の
会
計

監
盗
役
と
し
て
予
算
編
成
、
在
庫
管
理
、

財
務
諸
表
の
作
成
等
、
そ
し
て
内
部
検

査
等
々
の
多
く
の
責
任
あ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

町
長
室
で
は
日
本
で
の
こ
と
、
大
洗

町
で
の
こ
と
を
中
心
に
話
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
来
町
記
念
に
と
竹
内
町
長
か

ら
、
磯
節
の
レ
コ
ー
ド
、
の
れ
ん
、
ネ

大
賞
集
落
セ

同
セ
ン
タ

i
は
、
転
作
促
進
対
策
特

別
事
業
と
し
て
補
助
事
業
に
採
択
さ
れ
、

郵
政
省
「
か
い
ら
く
荘
」
跡
地
に
、
鉄

骨
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
家
建
(
一
六

0
・八

七
ぽ
)
総
事
業
費
二
一
、
八
一

O
千
円
で

釘
が
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

集
会
室
、
和
家
、
台
所
等
の
ほ
か
遊

具
設
備
の
繁
っ
た
広
場
を
併
設
し
、
皆

さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で

あ
る
と
荷
時
に
、
子
供
た
ち
の
遊
び
の

広
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

竣
工
式
は
集
落
セ
ン
タ
ー
管
理
委
員

長
の
関
根
正
一
さ
ん
や
地
元
の
人
た
ち

が
中
心
に
な
り
町
長
、
議
会
議
員
等
、

別
名
が
出
席
し
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た

大
賞
町
角
一
一
地
区
に
大
賞
集
落
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
去
る
4
月
幻
自
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
社
や
役
所
な
ど
を
六
O
歳
前
に
退
職
し
た
方
は
、
そ
の
退
職
し
た
日
の
翌

日
に
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
奥
さ
ん
が
ま
だ
自
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
一
緒
に
加
入

1
V
宇品、しょ、つ。

加
入
の
手
続
与
を
す
る
に
は
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
年
金
手
帳
(
ま
た
は
、

厚
生
年
金
被
保
険
者
誌
)
あ
る
い
は
、
退
職
証
明
書
、
と
印
鑑
を
持
参
し
て
、

役
場
窓
口
係
で
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
厚
生
年
金
等
と
盟
民

年
金
の
加
入
期
間
と
が
つ
な
が
り
、
よ
り
多
く
の
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

も
し
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
の
場
合
は
、

国
民
年
金
へ
加
入
し
て
お
き
ま
せ
ん
と
、
今
ま
で
掛
け
た
保
険
料
が
掛
け
捨
て

に
な
り
、
一
生
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勤
め
を
や
め
た
ら
、
す
ぐ
に
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
(
関
野
ま

さ
い
会
長
)
で
は
目
標
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

二く
η

釘
に
緑
を
F
-
u
を
実
践
す
る
た

め
植
樹
計
画
を
継
続
事
業
と
し
て
年

次
計
画
に
経
み
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
実
施
に
当
っ
て
親
ク
ラ
ブ
で
あ
る
大

洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
川
崎
允
康
会

長
)
の
支
援
を
得
て
、
両
ク
ラ
ブ
協
同

の
奉
仕
作
業
と
し
て
、
去
る
4
月
日
日

に
夏
海
大
洗
線
(
東
光
台
1
鳥
居
前
)

の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
植
樹
を
行
な
い

ま
し
た
。
植
樹
高
木
は
椿
(
叩
年
も
の
)
間
本

で
、
今
ま
で
に
植
え
た
サ
ツ
キ
や
八
重

桜
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
中
に
、
植
樹
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
善
意
の
汗
の
結
晶
は
町
を

訪
れ
る
観
光
客
や
町
民
の
尽
を
十
分
に

楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
春
・
秋
の
ニ
閥
、
両
ク

ラ
ブ
で
は
草
む
し
り
な
ど
管
理
作
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

5
月
弘
臼
に
山
村
暮
鳥
の
碑
の
ま
わ
り

に
玉
砂
利
を
敷
き
、
玉
椿
の
苗
木
川
山
本

を
植
樹
し
、
碑
の
周
辺
環
境
を
整
備
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭和56年6月1日
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雨
の
日
が
多
く
な
る
季
節
を
迎
、
え
ま
し

し
た
。
郵
便
の
ご
利
用
に
際
し
て
は
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
門
あ
て
名
書
き
に
使
用
す
る
筆
記
回
出

具
に
つ
い
て
。

郵
便
物
の
あ
て
名
誉
き
に
は
、
雨

で
に
じ
ん
だ
り
し
て
あ
て
名
が
読
み

に
く
く
な
る
筆
記
用
呉
の
使
用
は
な

る
べ
く
避
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
封
か
ん
に
、
湿
気
で
は
が

れ
や
す
い
シ

i
ル
や
セ
ロ
ハ
ン
テ

i

プ
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
も
な
る
べ t: 

明

-ap
混
同

-

1

学
級
生
募
集

i
i

④
学
習
内
容

⑧
家
庭
の
機
能
と
教
育
的
役
割

傘
貌
と
し
て
の
責
任
と
態
度

@
夫
婦
の
健
康
と
家
庭
づ
く
り

⑧
子
ど
も
の
成
長
発
達
段
階
と
性
格

形
成

育
児
の
方
法
と
要
点

@
そ
の
他
学
級
生
と
の
話
し
合
い

に
よ
り
、
学
習
内
容
を
決
定
し
て

行
き
ま
す
。

⑤
学
期
商
場
所

公
民
館
、
役
場
会
議
案
、
他

⑥
学
習
方
法

講
話
・
実
習
・
映
画
・
話
し
合
い

⑦

講

師
大
学
教
授
、
医
師
、
学
校
長
、
社

会
教
育
主
事
、
他

③
期
日
・
時
間

学
期
期
日
、
時
間
等
は
、
学
級
生

の
話
し
合
い
で
、
決
め
て
い
き
ま
す
。

⑨
学
習
回
数

毎
月
1
図
伎

⑬
申
込
方
法

電
話
も
し
く
は
、
申
込
書
に
て
教

育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

犯
罪
被
害
遺
兜
救
蝿
械
の
の

募
金
協
力
に
つ
い
て
〈
お
醸
い
)

通
り
魔
殺
人
や
爆
弾
事
件
な
ど
の
犯
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
に
よ
り
綴
や
保
護
者
を
失
っ
た
い
わ
同
基
金
で
は
、
現
夜
事
業
運
営
の
た

ゆ
る
犯
葬
被
害
遺
児
は
、
毎
年
一
回

O

め
必
要
な
約
一
六
億
円
の
資
金
を
募
金

人
な
い
し
一
五

O
人
も
生
じ
て
お
り
、
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
心
か
ら

そ
の
う
ち
の
多
く
の
人
が
経
済
的
理
由
の
御
協
力
、
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し

か
ら
就
学
援
効
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
ま
す
。

す
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
被
害
遺
児
を
救
な
お
、
募
金
の
受
付
は
、
各
警
察
署
、

済
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
財
団
法
人
犯
派
出
所
及
び
警
察
本
部
警
務
諜
に
お
い

罪
被
害
救
援
基
金
が
設
立
さ
れ
、
犯
罪
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

被
害
遼
児
に
対
す
る
育
英
事
業
が
行
わ
水
戸
警
察
署
大
洗
警
部
派
出
所

お書留 第114号

社
会
は
、
臼
一
一
語
そ
の
姿
を
激
し
〈

変
え
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
問
題
が
、

色
々
な
形
で
、
私
達
の
生
活
を
お
び
や

か
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
社
会
の

中
で
大
洗
町
の
人
々
が
、
真
に
豊
か
な

生
活
を
統
け
る
た
め
に
、
白
か
ら
進
ん

で
勉
強
す
る
場
と
機
会
を
つ
く
る
よ
う

に
と
の
要
求
が
中
高
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。

特
に
、
ま
だ
結
婚
前
の
男
女
、
新
婚

の
男
女
等
の
学
習
要
求
及
ぴ
必
要
が
叫

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
文
部
省
か

ら
の
援
効
も
得
て
、
こ
の
声
を
大
事
に

育
て
る
為
に
、
本
年
度
よ
り
、
「
結
婚

前
の
男
女
」
・
「
新
婚
の
男
女
」
を
対
象

と
し
た
「
明
呂
の
親
の
た
め
の
学
級
」

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お

二
人
で
、
ま
た
は
、
お
友
達
と
お
誘
い

合
せ
の
上
お
申
込
み
下
さ
い
。

大
洗
町
教
育
委
員
会

①
学
級
の
開
設
期
間

6
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で

②
笑
施
主
催
者

大
洗
町
教
育
委
員
会

③

対

象

者

未
婚
の
男
女
、
新
婚
の
男
女
等

つ
ゆ
ど

の
郵
使
創
刊
関
む
つ
い

昭和56年6FJl白

く
避
け
て
く
だ
さ
い
。

口
郵
便
受
箱
の
設
震
に
つ
い
て

配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
、
雨
に
ぬ

れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
郵
便

受
籍
を
お
付
け
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
郵
便
受
籍
は
、
な
る
べ

く
郵
便
局
か
ら
お
勧
め
し
て
い
る
標

準
競
絡
の
も
の
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
受
絡
や
表
札
に
は
、

ご
家
族
会
員
の
氏
名
を
お
書
き
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大

洗

郵

便

局

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
深
夜
営

業
騒
音
等
が
最
近
大
き
な
社
会
問
題
の

一
つ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
県
で
は

こ
れ
ら
の
騒
音
に
対
す
る
規
制
を
強
化

す
る
た
め
、
茨
城
県
公
害
防
止
条
例
・

同
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

施
行
は
七
月
一
日
か
ら
で
す
。

規
制
は
「
音
旦
衰
の
制
限
」
と
「
音
響
機

器
の
使
用
時
間
の
制
限
」
の
二
つ
の
方

法
を
併
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

〔
音
量
制
限
〕

マ
対
象
と
な
る
地
域
1
田
市
内
全
域
(
都

市
計
画
法
に
も
と
づ
く
工
業
専
用
地
域

を
除
く
)

V

規
制
の
基
準
値

1
区
域

に
応
じ
て
凶
O
ホ
ン

1
五
五
ホ
ン
以
下

〔
音
響
機
器
の
使
用
待
問
の
制
限
〕

V
対
象
と
な
る
地
域
日
一
都
市
計
画
法
に

も
と
づ
く
住
居
系
の
地
域
(
第
一
種
、

爵
擦
障
害
者
年
特
別
企
函

茨
城
放
送
番
組
に
つ
い

て
お
知
ら
せ

茨
城
放
送
で
は
、
茨
城
県
社
会
福

祉
協
議
会
後
援
の
も
と
に
、
障
害
児

(
者
)
が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

生
活
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
左

記
の
と
お
り
放
送
い
た
し
ま
す
。

番
組
で
は
障
害
児
(
者
)
が
、
地
域

社
会
で
、
ど
の
よ
う
に
参
加
し
、
自

立
し
て
い
る
か
を
、
障
害
児
(
者
)
自

身
お
よ
び
関
係
者
か
ら
の
提
言
、
発

音
一
一
同
を
も
と
に
編
成
放
送
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
、
是
非
放
送
を
お
聞
き
下

さ
い
。

コ
し

@
番
組
名
「
今
日
か
ら
明
日
へ
」

傘
放
送
日
毎
週
土
曜
日

午
後
4
時
刊
分
}?
5沙
問
則

午
後
4
時
お
分

)
]
f
i

※
昭
和
問
年
4
月
4
日
(
土
)
か
ら

昭
和
町
年
3
月
幻
自
(
土
)

1 1 

第
ニ
稜
伎
居
専
用
地
域
等
)

V

対
象

と
な
る
音
響
機
器
H
カ
ラ
オ
ケ
、
ス
テ

レ
オ
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
、
楽
器
等
、

規
制
の
対
象
と
な
る
時
間
は
午
後
二

時
か
ら
翌
日
の
午
前
六
時
ま
で
で
す
。

対
象
と
な
る
営
業
は
、
飲
食
底
、
喫
茶

属
、
ボ

i
リ
ン
グ
場
、
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ

練
習
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
五
つ
で
す
。

違
反
に
対
し
て
は
改
善
勧
告
・
改
善
命

令
、
罰
則
一
の
適
用
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
飲
食
庖
等
を
利
用
す
る
場
合

は
深
夜
に
付
近
の
静
穏
を
害
し
て
は
な

ら
な
い
と
す
る
「
利
用
者
の
責
務
¥

住
民
が
相
互
に
協
力
し
て
騒
音
発
生
の

防
止
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
「
近
隣
の
静
穏
保
持
義
務
」
の
規

定
を
も
、
つ
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
大
洗
町
役
場
衛
生
課
へ

ご
存
知
で
す
か
F
-

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
産
数
と

通
話
回
数
の
違
い
。

電
話
局
に
は
、
正
し
い
タ
イ
ヤ
ル

通
話
料
を
計
算
す
る
た
め
、
電
話
番

号
こ
と
に
度
数
計
と
い
う
メ

i
タ
が

と
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
度
数
と
は
、
こ
の
メ
!

タ
に
記
録
さ
れ
る
数
字
の
こ
と
で
、

市
内
通
話
な
ら
3
分
間
、
市
外
通
話

な
ら
距
離
に
よ
っ
て
お
秒
j
加
秒
を

1
度
数
と
決
め
て
い
ま
す
。

-
図
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
と
は
、
相

手
の
方
が
電
話
に
出
て
お
話
を
し
、

そ
し
て
お
話
が
終
っ
て
受
話
器
を
置

く
ま
で
の
問
を
い
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
通
話
の
時
間
が
長
け
れ
ば
度
数

が
2
度
数
、

3
度
数
:
・
:
:
と
ふ
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
1
度
数

の
逸
話
料
は
叩
円
で
す
。

大
洗
電
報
電
話
局

電
話
六
二
九
九
一

¥ 

大
洗
文
醸

グ
ひ
譲
わ
り

巡
関
陣
的
お
知
ら
せ

動
く
図
書
舘
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
、
大
洗
町
移
動
図
書
準

大
洗
文
庫
「
ひ
ま
わ
り
号
」
の
図
書

利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
数
の
み

な
さ
ま
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し

で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
度
も
よ
り
多
く
の
皆
様
方
に

本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
為
、
大
洗
文

庫
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
よ
り
府
内
を
巡

回
い
た
し
ま
す
。
本
に
ふ
れ
あ
う
機
会

を
通
し
、
地
域
内
で
の
読
書
活
動
が
、

進
め
ら
れ
ま
す
よ
う
、
町
民
皆
様
方
多

数
ご
利
用
下
さ
い
。
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妊
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子
富
、
ガ
ン
薬
師
検
診
mw
お
知
も
せ

ー

、

対

象

大

洗

町

に

住

所

を

有

す

る

お

歳

以

上

の

婦

人

(

検

診
人
員

2
5
0
名
)

2
、
日
時
及
び
場
所

7
月

9
日
(
木
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

7
月
四
日
(
金
)
大
貫
研
修
所
前

午

後

1
時
よ
り
午
後

2
時
ま
で

3
、

料

金

1
人

8
0
0
円
・
(
こ
の
ほ
か
大
洗
町
が

7
0
0
円

を
負
担
し
ま
す
)

4
、
申
込
方
法
(
申
込
順
)

7
月

2
臼
(
木
)
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
電
話

6
i
1
0
1
0
間

6
1
0
9
5
3
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

第一
h
M

げ
て
館
大

験

町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
顕
い
い
た
し
ま
す
。
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28 21 14 σコ
日 E 自 臼
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